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事
務
所
所
在
地

事
務
所
所
在
地

●
本
部（
久
世
地
区
）

　
〒
7
1
9‐3
2
1
4 

真
庭
市
鍋
屋
6

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）4
2‐4
3
2
5

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）4
2‐4
3
3
7

●
北
房
支
所

　
〒
7
1
6‐1
4
3
3 

真
庭
市
下
呰
部
2
4
4‐1
7

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
6
）5
2‐2
7
1
1

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
6
）5
2‐3
7
7
4

●
落
合
支
所

　
〒
7
1
9‐3
1
4
4
　
真
庭
市
落
合
垂
水
5
0
8

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）5
2‐3
3
6
0

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）5
2‐2
1
1
9

●
勝
山
支
所

　
〒
7
1
7‐0
0
1
3
　
真
庭
市
勝
山
5
3‐1

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）4
4‐2
5
2
0

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）4
4‐2
5
4
9

●
美
甘
支
所

　
〒
7
1
7‐0
1
0
5
　
真
庭
市
美
甘
4
1
3
4

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）5
6‐2
1
0
5

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）4
5‐0
0
9
5

●
湯
原
支
所

　
〒
7
1
7‐0
4
0
2
　
真
庭
市
湯
原
温
泉
1
5
6‐1
6

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）6
2‐2
1
7
4

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）6
2‐3
7
4
3

●
蒜
山
支
所

　
〒
7
1
7‐0
5
0
3
　
真
庭
市
蒜
山
富
山
根
3
0
3‐1

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）6
6‐3
3
9
0
　

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）4
5‐0
0
0
7

●
新
庄
支
所

　
〒
7
1
7‐0
2
0
1
　
真
庭
郡
新
庄
村
1
1
6
1‐1

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
0
8
6
7
）5
6‐3
1
8
1
　

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
0
8
6
7
）4
5‐0
1
4
0

商工会員数
（平成26年5月2日現在）

北房地区

会員数

156

落合地区 359

久世地区 337

勝山地区 244

地　区

美甘地区

会員数

33

湯原地区 111

蒜山地区 189

新庄地区 56

合　計 1,485

地　区

詳しくは、真庭商工会へお問い合わせください。
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７月２６日（土） 第70回落合納涼花火大会
７月２６日（土） 美甘夏まつり協賛花火大会
８月　８日（金） 第53回はんざき祭り（湯原地区）
８月１４日（木） 久世夏祭り2014

リバーサイドフェスティバル
８月１４日（木） 2014メルヘンの里新庄夏祭り
 盆踊り大会協賛花火大会
８月１５日（金） ひるぜん花火大会

※詳細は各支所へお問い合わせ下さい

花火大会日程花火大会日程
･・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P2

･・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・　P4．5

･・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P6．7

　

・・・・・・・・・・・・・・・・・　P8．9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P12

■　通常総代会開催報告

■　真庭市産業サポートセンター

■　支援の広場

・講習会実施報告

・新規就職者激励会

・マル経融資

・景況調査報告

・小規模会計momo告知

■　商工会を活用しよう
・経営革新計画承認企業紹介
・経営革新計画のメリット

■　支所・地区会員の声

■　青年部コーナー

■　女性部コーナー

■　事務局体制・職員の異動他

70
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

　
　
　
　大
打
上
花
火

〜
み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火
〜

70
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

　
　
　
　大
打
上
花
火

〜
み
ん
な
で
あ
げ
る
夢
花
火
〜

事務局職員体制事務局職員体制事務局職員体制

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

職
員
の
異
動

（平成26年度）

所　　　属 職　　種
事 務 局 長

支援２課長
経営指導員

主　　　事

主　　　事

支 援 課 長
経営指導員

経営指導員

経営指導員
（センター担当）

経営指導員

主　　　事

一 般 職 員

経営指導員

主 幹 職 員

記帳指導員

経営指導員

主 幹 職 員

記帳指導員

経営指導員

主 幹 職 員

記帳指導員

経営指導員

経営指導員

主　　　事

記帳指導員

経営指導員

主　　　事

記帳指導員

経営指導員

氏　　　名

転
出

４
月
１
日
付

４
月
１
日
付

転
入 林

　
　英
明

蒜
山
支
所
　
経
営
指
導
員

（
転
出
先
　
作
州
津
山
商
工
会
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

浅
田

　敬
文

美
甘
支
所
　
経
営
指
導
員

（
前
勤
務
先
　
作
州
津
山
商
工
会
）

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
　
　
　
部

支援2課

支援課

(久世地区)

北房支所

落合支所

勝山支所

美甘支所

湯原支所

蒜山支所

新庄支所

高田荘一郎

森本　陸夫

杉本　道江
依田　吉弘

北　　浩昌

小林　照明

葛尾　公照

伊達　　幹
近藤　和子
奥田由加枝
藤原　　優
金谷　道子
菱川　美子
笹尾　公宏
植田　洋子
太才　恵美
大谷　健一
前田　純江
峪田　泰江
浅田　敬文（新庄支所兼務）
塚原　素子
山浦　知明
小椋　由美
難波　英樹
東條　真也
池田　素女
金　　俊枝（美甘支所兼務）

「落合納涼花火大会」は昭和７年に始まり、戦争による中断もありまし
たが、皆様方のご協力により今年で第７０回大会を数えるに至りました。間近
での観覧と谷合に響く大音響で、多くの花火ファンから支持を得ています。

を見に行こう！

2014

8月31日
6月7日

岡山操車場
跡地ひろば
JR北長瀬駅前

土

日

※休演日：毎週木曜日、
6/11[水]、7/2[水]、
7/16[水]、8/12[火]。
但し8/14[木]は開演

日程

場所

真庭商工会 　平成26年７月１日（12）

最低賃金引上げに向けた
中小企業業務改善助成事業

真
庭
商
工
会
会
報
　
平
成
26
年
７
月
1
日
発
行
（
通
巻
16
号
）

この広報誌は，環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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新
会
員
さ
ん
紹
介

平
成
25
年
10
月
2
日
〜
平
成
26
年
5
月
2
日

（
敬
称
略
）

新
会
員
さ
ん
紹
介

新
会
員
さ
ん
紹
介

▼
北
房
地
区

ロ
ー
ソ
ン
岡
山
北
房
イ
ン
タ
ー
店

A
m
are H

air place

ニ
ッ
タ
建
設

西
　
商
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
川
島

▼
落
合
地
区

協
同
組
合
落
合
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

極
東
リ
ー
ス
㈱

B
road leaves

㈱

み
わ
行
政
書
士
法
人

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ミ
ヤ
ガ
ワ

カ
ジ
キ
ヨ
美
容
室

レ
ス
ト
ラ
ン
さ
く
ら

司
法
書
士
中
川
慎
太
郎
事
務
所

花
乃

▼
久
世
地
区

P
C
ら
い
ふ
　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
真
庭
校

㈱
あ
り
き

㈱
金
平
エ
ス
テ
ー
ト

双
葉
写
真
館

真
庭
設
備
設
計
事
務
所

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
さ
か
い

垂
谷
鮮
魚
店

谷
岡
建
築
設
計
事
務
所

入
江
紀
子

松
田
朱
美

福
島
義
典

ウ
イ
ン
ズ

▼
勝
山
地
区

ア
シ
ス
ト

岡
本
建
築

國
本
鮮
魚
店

▼
美
甘
地
区

西
尾
農
園

か
ど
屋
旅
館

▼
湯
原
地
区

内
田
板
金
工
作
所

山
谷
工
務
店

▼
蒜
山
地
区

岡
本
　
貢

ロ
グ
ペ
ン
シ
ョ
ン
森
の
散
歩

浜
竹
モ
ー
タ
ー
ス

中
西
工
務
店

お
お
く
に
書
店

▼
新
庄
地
区

㈱
山
口
フ
ァ
ー
ム

神
東
産
業
㈱
　
岡
山
支
店

ケ
イ
ワ
イ
エ
ス

三
船
左
官

平
成
26
年
４
月
か
ら
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が

真
庭
市
か
ら
真
庭
商
工
会
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
移
管
と
と
も
に
事
務

局
員
を
増
員
し
、
真
庭
市
内
の
事
業
者
の
皆
様
へ
の
身
近
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
図
る
！

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
図
る
！

3つの特典 貯蓄 融資 保障3つの特典 貯蓄 融資 保障

加入の特典加入の特典

1口2,000円、最高20口までご加入いただけます

商工貯蓄共済商工貯蓄共済

プラスプラス

10年間で満期となり、貯蓄積立金及び
満期配当金を加入者にお返しします。貯蓄
事業資金（運転・設備）、生活安定資金な
どが、貯蓄積立金の最高5倍までご利用
いただけます。

融資
全国規模の集団扱いのため安い保険料で
大きな保障（死亡・高度障害）が得られます。保障

・人間ドックの助成が、最高8千円まで受け
られます。（ただし、5口以上加入の方。福
祉共済の加入者又は被共済者の場合、最
高1万円まで助成）
・弁護士の法律相談が無料で受けられます。
（ご相談の秘密は厳守いたします）

1年の掛金を前納で、1年経過後に1口あたり
1,200円の奨励金があります。

さらに医療特約も、ご希望により
付加できます。（保険料別料金となります）

真庭市産業サポートセンターが
真庭商工会へ

真庭市産業サポートセンターが
真庭商工会へ

検索真庭市産業サポートセンター

商
工
会
は
頑
張
っ
て
い
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

金
融・税
務・労
働
な
ど
日
常
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

専
門
家
の
派
遣
も
行
い
ま
す
。

平
成

　年
度
通
常
総
代
会
開
催

26

平
成

　年
度
通
常
総
代
会
開
催

26

未
来
へ
！

地
域
と
歩
む
商
工
会

未
来
へ
！

地
域
と
歩
む
商
工
会

平
成
26
年
５
月
23
日
、
総
代
１
０
９
名
（
委
任
状
出
席
を
含
む
）
の

出
席
の
も
と
総
代
会
を
開
催
し
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で

原
案
ど
お
り
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

特
に
、
第
３
号
議
案
『
真
庭
商
工
会
定
款
の
一
部
改
正
』
に
つ
き
ま
し

て
は
、
蒜
山
地
区
の
総
代
選
出
方
法
の
変
更
に
伴
う
総
代
定
数
変
更
の

為
の
改
正
が
決
議
さ
れ
、
改
正
前
の
総
代
定
数
が
１
５
０
人
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
改
正
後
で
は
総
代
の
定
数
は
、
１
４
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
、
①
経
営
支
援
体
制
の
強
化
　
②
支
援

機
関
と
の
連
携
強
化
　
③
商
工
会
組
織
・
運
営
基
盤
の
強
化
を
掲
げ
、

「
地
域
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
致
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
よ
り

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
を
真
庭
市
役
所
か
ら
真
庭

商
工
会
本
部
に
移
管
し
て
お
り
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【収入の部】

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
繰入引当支出
次期繰越収支差額

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受託料収入
前期繰越金

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受託料収入
前期繰越金

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
繰入引当支出
予備費

1％

議長：片岡孝文氏
（落合地区）

平成25年度決算内容

決算額（千円）科　　　　目
112,274
44,426
76,351
1,272
10,425
244,748

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受 託 料 収 入
前 期 繰 越 金
合 計

【支出の部】
決算額（千円）科　　　　目
148,028
26,249
1,415
17,442
2,141
38,386
11,087
244,748

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受 託 事 業 費
管 理 費
資産取得支出
繰入引当支出
次期繰越収支差額
合 計

【収入の部】
平成26年度予算内容

予算額（千円）科　　　　目
110,782
41,452
73,482
2,228
11,087
239,031

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受 託 料 収 入
前 期 繰 越 金
合 計

【支出の部】
予算額（千円）科　　　　目
147,611
27,302
2,530
20,150
1,900
32,600
6,938

239,031

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受 託 事 業 費
管 理 費
資産取得支出
繰入引当支出
予 備 費
合 計

46％

18％

31％ 46％

60％60％
11％11％

16％16％ 4％4％

7％7％

1％
1％

18％

31％

4％

1％

46％

17％

31％ 46％

17％

31％

5％

62％
11％

62％
11％

14％14％
8％8％

1％
1％ 3％ 平成２６年度予算額（支出の部）

平成２６年度予算額（収入の部）

平成２５年度決算額（支出の部）

平成２５年度決算額（収入の部）

開会の挨拶

当
セ
ン
タ
ー
は
、
真
庭
市
に
お
け
る

自
立
型
産
業
構
造
へ
の
転
換
へ
向
け
、

真
庭
市
・
真
庭
農
業
協
同
組
合
・
び
ほ

く
農
業
協
同
組
合
・
真
庭
商
工
会
の
４

機
関
が
連
携
し
、
平
成
20
年
12
月
に
設

立
。
商
工
業
の
振
興
・
農
林
業
の
振
興
・

観
光
業
の
振
興
及
び
雇
用
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
真
庭
市
が
事
務
局

と
な
り
運
営
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
商
工
会
本
部
内

に
事
務
局
が
移
り
、
事
務
局
体
制
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
（
新
事
務
局
体
制
は
左

記
を
参
照
）
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
者

や
市
内
起
業
者
へ
の
支
援
強
化
を
目
的

に
「
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」

「
起
業
支
援
事
業
」
の
二
つ
の
補
助
事

業
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
申
請
窓
口

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
一
層
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
存
在
と
な
り
、
ご
相
談
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
更
な
る
支
援
制
度
の
拡

充
と
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
具
体
的
に
は
以
下
の
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
振
興
に
関
す
る
相
談
・
提
案

●
市
内
企
業
・
業
界
動
向
等
の
情
報
収

集

●
構
成
機
関
連
携
に
よ
る
、
産
業
振
興

等
の
実
施
及
び
支
援

●
産
業
振
興
に
有
意
義
な
情
報
提
供
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

●
構
成
機
関
相
互
の
情
報
交
換
、
課
題

の
共
有

●
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
支
援

●
市
内
企
業
又
は
団
体
等
の
経
済
活
性

化
に
資
す
る
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
支
援
事
業
、
起
業
支
援
事
業
、
個

店
の
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
、
真
庭

市
内
企
業
情
報
発
信
事
業
の
実
施

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
真
庭
商
工
会
本
部
内
）

〒
７
１
９‐

３
２
１
４
　
真
庭
市
鍋
屋
６

電
話
：
０
８
６
７‐

４
２‐

４
３
７
５

事
務
局
長

（
真
庭
商
工
会

事
務
局
長
　
高
田
荘
一
郎
）

事
務
局
員

（
真
庭
商
工
会

経
営
指
導
員
　
葛
尾
　
公
照
）

事
務
局
員

（
真
庭
市
　
産
業
観
光
部

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課

主
　
査
　
新
谷
　
俊
典
）

事
務
局
員

（
真
庭
市
　
産
業
観
光
部

商
工
観
光
課

主
　
任
　
村
松
　
　
諭
）

真
庭
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
か
ら
生
ま
れ
た

水
な
ど
を
原
材
料
に
、醸
造
発
酵
技
術
を
駆
使
し

て
製
造
さ
れ
る
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
地
酒

を
広
く
普
及
促
進
す
る
た
め
、平
成
25
年
９
月
24

日
に
、
真
庭
市
市
議
会
に
お
い
て「
地
酒
で
乾
杯

条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
普
及
の
為
、真
庭
市
・
真
庭
観
光
連

盟
・
真
庭
商
工
会
が
協
力
し
、地
酒
を
扱
わ
れ
て

い
る
商
店
等
へ

地
酒
で
乾
杯
の

ポ
ス
タ
ー
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
掲
示
を
推
進
し
、地
域
住
民
の

方
へ
の
周
知
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
希
望
の
方
は
真
庭
商
工
会
も
し
く
は

各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
酒
で
乾
杯

地
酒
で
乾
杯

協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

▲協力店へ配布されるステッカー

真庭商工会 　平成26年７月１日（2）（3）真庭商工会 　平成26年７月１日



新
会
員
さ
ん
紹
介

平
成
25
年
10
月
2
日
〜
平
成
26
年
5
月
2
日

（
敬
称
略
）

新
会
員
さ
ん
紹
介

新
会
員
さ
ん
紹
介

▼
北
房
地
区

ロ
ー
ソ
ン
岡
山
北
房
イ
ン
タ
ー
店

A
m
are H

air place

ニ
ッ
タ
建
設

西
　
商
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
川
島

▼
落
合
地
区

協
同
組
合
落
合
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

極
東
リ
ー
ス
㈱

B
road leaves

㈱

み
わ
行
政
書
士
法
人

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ミ
ヤ
ガ
ワ

カ
ジ
キ
ヨ
美
容
室

レ
ス
ト
ラ
ン
さ
く
ら

司
法
書
士
中
川
慎
太
郎
事
務
所

花
乃

▼
久
世
地
区

P
C
ら
い
ふ
　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
真
庭
校

㈱
あ
り
き

㈱
金
平
エ
ス
テ
ー
ト

双
葉
写
真
館

真
庭
設
備
設
計
事
務
所

キ
ッ
チ
ン
ハ
ウ
ス
さ
か
い

垂
谷
鮮
魚
店

谷
岡
建
築
設
計
事
務
所

入
江
紀
子

松
田
朱
美

福
島
義
典

ウ
イ
ン
ズ

▼
勝
山
地
区

ア
シ
ス
ト

岡
本
建
築

國
本
鮮
魚
店

▼
美
甘
地
区

西
尾
農
園

か
ど
屋
旅
館

▼
湯
原
地
区

内
田
板
金
工
作
所

山
谷
工
務
店

▼
蒜
山
地
区

岡
本
　
貢

ロ
グ
ペ
ン
シ
ョ
ン
森
の
散
歩

浜
竹
モ
ー
タ
ー
ス

中
西
工
務
店

お
お
く
に
書
店

▼
新
庄
地
区

㈱
山
口
フ
ァ
ー
ム

神
東
産
業
㈱
　
岡
山
支
店

ケ
イ
ワ
イ
エ
ス

三
船
左
官

平
成
26
年
４
月
か
ら
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
が

真
庭
市
か
ら
真
庭
商
工
会
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
移
管
と
と
も
に
事
務

局
員
を
増
員
し
、
真
庭
市
内
の
事
業
者
の
皆
様
へ
の
身
近
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
図
る
！

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
図
る
！

3つの特典 貯蓄 融資 保障3つの特典 貯蓄 融資 保障

加入の特典加入の特典

1口2,000円、最高20口までご加入いただけます

商工貯蓄共済商工貯蓄共済

プラスプラス

10年間で満期となり、貯蓄積立金及び
満期配当金を加入者にお返しします。貯蓄
事業資金（運転・設備）、生活安定資金な
どが、貯蓄積立金の最高5倍までご利用
いただけます。

融資
全国規模の集団扱いのため安い保険料で
大きな保障（死亡・高度障害）が得られます。保障

・人間ドックの助成が、最高8千円まで受け
られます。（ただし、5口以上加入の方。福
祉共済の加入者又は被共済者の場合、最
高1万円まで助成）
・弁護士の法律相談が無料で受けられます。
（ご相談の秘密は厳守いたします）

1年の掛金を前納で、1年経過後に1口あたり
1,200円の奨励金があります。

さらに医療特約も、ご希望により
付加できます。（保険料別料金となります）

真庭市産業サポートセンターが
真庭商工会へ

真庭市産業サポートセンターが
真庭商工会へ

検索真庭市産業サポートセンター

商
工
会
は
頑
張
っ
て
い
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！

金
融・税
務・労
働
な
ど
日
常
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

専
門
家
の
派
遣
も
行
い
ま
す
。

平
成

　年
度
通
常
総
代
会
開
催

26

平
成

　年
度
通
常
総
代
会
開
催

26

未
来
へ
！

地
域
と
歩
む
商
工
会

未
来
へ
！

地
域
と
歩
む
商
工
会

平
成
26
年
５
月
23
日
、
総
代
１
０
９
名
（
委
任
状
出
席
を
含
む
）
の

出
席
の
も
と
総
代
会
を
開
催
し
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で

原
案
ど
お
り
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

特
に
、
第
３
号
議
案
『
真
庭
商
工
会
定
款
の
一
部
改
正
』
に
つ
き
ま
し

て
は
、
蒜
山
地
区
の
総
代
選
出
方
法
の
変
更
に
伴
う
総
代
定
数
変
更
の

為
の
改
正
が
決
議
さ
れ
、
改
正
前
の
総
代
定
数
が
１
５
０
人
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
改
正
後
で
は
総
代
の
定
数
は
、
１
４
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
、
①
経
営
支
援
体
制
の
強
化
　
②
支
援

機
関
と
の
連
携
強
化
　
③
商
工
会
組
織
・
運
営
基
盤
の
強
化
を
掲
げ
、

「
地
域
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
致
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
よ
り

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
を
真
庭
市
役
所
か
ら
真
庭

商
工
会
本
部
に
移
管
し
て
お
り
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

【収入の部】

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
繰入引当支出
次期繰越収支差額

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受託料収入
前期繰越金

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受託料収入
前期繰越金

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
繰入引当支出
予備費

1％

議長：片岡孝文氏
（落合地区）

平成25年度決算内容

決算額（千円）科　　　　目
112,274
44,426
76,351
1,272
10,425
244,748

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受 託 料 収 入
前 期 繰 越 金
合 計

【支出の部】
決算額（千円）科　　　　目
148,028
26,249
1,415
17,442
2,141
38,386
11,087
244,748

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受 託 事 業 費
管 理 費
資産取得支出
繰入引当支出
次期繰越収支差額
合 計

【収入の部】
平成26年度予算内容

予算額（千円）科　　　　目
110,782
41,452
73,482
2,228
11,087
239,031

国・県補助金等
市町村補助金
会費・手数料等
受 託 料 収 入
前 期 繰 越 金
合 計

【支出の部】
予算額（千円）科　　　　目
147,611
27,302
2,530
20,150
1,900
32,600
6,938

239,031

経営改善普及事業費
地域総合振興事業費
受 託 事 業 費
管 理 費
資産取得支出
繰入引当支出
予 備 費
合 計

46％

18％

31％ 46％

60％60％
11％11％

16％16％ 4％4％

7％7％

1％
1％

18％

31％

4％

1％

46％

17％

31％ 46％

17％

31％

5％

62％
11％

62％
11％

14％14％
8％8％

1％
1％ 3％ 平成２６年度予算額（支出の部）

平成２６年度予算額（収入の部）

平成２５年度決算額（支出の部）

平成２５年度決算額（収入の部）

開会の挨拶

当
セ
ン
タ
ー
は
、
真
庭
市
に
お
け
る

自
立
型
産
業
構
造
へ
の
転
換
へ
向
け
、

真
庭
市
・
真
庭
農
業
協
同
組
合
・
び
ほ

く
農
業
協
同
組
合
・
真
庭
商
工
会
の
４

機
関
が
連
携
し
、
平
成
20
年
12
月
に
設

立
。
商
工
業
の
振
興
・
農
林
業
の
振
興
・

観
光
業
の
振
興
及
び
雇
用
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
真
庭
市
が
事
務
局

と
な
り
運
営
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
商
工
会
本
部
内

に
事
務
局
が
移
り
、
事
務
局
体
制
も
一

新
さ
れ
ま
し
た
（
新
事
務
局
体
制
は
左

記
を
参
照
）
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
者

や
市
内
起
業
者
へ
の
支
援
強
化
を
目
的

に
「
個
店
の
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」

「
起
業
支
援
事
業
」
の
二
つ
の
補
助
事

業
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
申
請
窓
口

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
一
層
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身

近
な
存
在
と
な
り
、
ご
相
談
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
更
な
る
支
援
制
度
の
拡

充
と
体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

な
お
、
具
体
的
に
は
以
下
の
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
振
興
に
関
す
る
相
談
・
提
案

●
市
内
企
業
・
業
界
動
向
等
の
情
報
収

集

●
構
成
機
関
連
携
に
よ
る
、
産
業
振
興

等
の
実
施
及
び
支
援

●
産
業
振
興
に
有
意
義
な
情
報
提
供
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

●
構
成
機
関
相
互
の
情
報
交
換
、
課
題

の
共
有

●
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
支
援

●
市
内
企
業
又
は
団
体
等
の
経
済
活
性

化
に
資
す
る
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
支
援
事
業
、
起
業
支
援
事
業
、
個

店
の
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
、
真
庭

市
内
企
業
情
報
発
信
事
業
の
実
施

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
真
庭
商
工
会
本
部
内
）

〒
７
１
９‐

３
２
１
４
　
真
庭
市
鍋
屋
６

電
話
：
０
８
６
７‐

４
２‐

４
３
７
５

事
務
局
長

（
真
庭
商
工
会

事
務
局
長
　
高
田
荘
一
郎
）

事
務
局
員

（
真
庭
商
工
会

経
営
指
導
員
　
葛
尾
　
公
照
）

事
務
局
員

（
真
庭
市
　
産
業
観
光
部

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課

主
　
査
　
新
谷
　
俊
典
）

事
務
局
員

（
真
庭
市
　
産
業
観
光
部

商
工
観
光
課

主
　
任
　
村
松
　
　
諭
）

真
庭
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
か
ら
生
ま
れ
た

水
な
ど
を
原
材
料
に
、醸
造
発
酵
技
術
を
駆
使
し

て
製
造
さ
れ
る
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
地
酒

を
広
く
普
及
促
進
す
る
た
め
、平
成
25
年
９
月
24

日
に
、
真
庭
市
市
議
会
に
お
い
て「
地
酒
で
乾
杯

条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
普
及
の
為
、真
庭
市
・
真
庭
観
光
連

盟
・
真
庭
商
工
会
が
協
力
し
、地
酒
を
扱
わ
れ
て

い
る
商
店
等
へ

地
酒
で
乾
杯
の

ポ
ス
タ
ー
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
掲
示
を
推
進
し
、地
域
住
民
の

方
へ
の
周
知
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
希
望
の
方
は
真
庭
商
工
会
も
し
く
は

各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
酒
で
乾
杯

地
酒
で
乾
杯

協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま
す

▲協力店へ配布されるステッカー

真庭商工会 　平成26年７月１日（2）（3）真庭商工会 　平成26年７月１日



このページの詳しい情報をお知りになりたい方は、　真庭商工会もしくは各支所までお問い合わせください。

マル経融資（経営改善貸付）のご案内

ご利用いた
だける方

ご融資額

ご返済期間

利 率

　商工会、都道府県商工会連合会又は商工会議所の実施する
経営指導を受けている方で、商工会等の長の推薦を受けた方
　推薦を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要で
す。
１　常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業（宿泊業お
よび娯楽業を除く）の場合は５人以下）であること。
２　原則として６ヵ月以上、商工会等の経営指導を受けていること。
３　最近１年以上、同一商工会等の地区内で事業を営んでいるこ
と。
４　所得税、法人税、事業税又は都道府県民税や市町村民税（均
等割を含みます。）をすべて完納していること。

５　商工業者であり、かつ日本政策金融公庫、国民生活事業の非
対象業種等でないこと。

2,000万円以内

担保・保証人

ご利用の
手 続 き

無担保・無保証人
年1.45％（平成26年6月11日現在）

運転資金   ７年以内（うち据置期間１年以内）
設備資金　10年以内（うち据置期間２年以内）

事業所 商工会
商工会議所

日本政策金融公庫
国民生活事業

推薦申込
ご融資

※審査の結果、お客様のご希望に添えないことがあります。
※利率は金融情勢により変動いたしますので、借入金利
　（固定）は、記載されている利率と異なる場合があります。

○
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金（
マ
ル
経
融
資
）制
度
に
基
づ
く
融
資
を
受
け
ら
れ
た
方
。

○
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金（
マ
ル
経
融
資
）制
度
に
基
づ
く
融
資
に
対
す
る
利
子
を
支
払
わ
れ
た
方
。

○
真
庭
市
又
は
新
庄
村
に
住
所
を
有
し
、１
年
以
上
引
き
続
き
同
一
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
。

○
融
資
契
約
に
基
づ
き
元
利
償
還
し
て
い
る
方
。

○
真
庭
市
税
ま
た
は
新
庄
村
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
も
、対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
支
払
合
計
利
子
額
×
50
％（
100
円
未
満
切
り
捨
て
）

（
平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子
の
合
計
の
50
％
）

○
年
１
回（
４
月
〜
翌
年
３
月
迄
の
支
払
利
子
）↓
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

※
期
限
内
に
提
出
が
な
い
場
合
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
を

厳
守
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

補
助
金

交
付
回
数
申
請
期
日

マル経融資利子補給金制度

商工会推奨の楽々経理ソフトがパワーアップ！

「商工会の小規模支援会計」
（愛称：小規模会計momo）

商工会では、税務及び経理に関する相談、指導を行っています。自社
の財務状況を把握するためにかかせない日々の記帳から、適正納税
及び節税のお役に立てるように皆様の経営をサポートしています。

・専任者がおらず、入力や処理が難しくて時間がかかる
・転記作業や紙での帳票類の保管がわずらわしい
・複雑な仕訳などの帳票処理が発生した際に誰にも相談できない

このようなことで悩んでいませんか？

小規模会計momoが解決！
家計簿をつける感覚で簡単に記帳できます。

『小規模会計momo』はインターネットを利用した
会計ソフトサービスで次のようなメリットがあります。

●経理処理がわからなくて困った場合でも、事業者の方が操作する画面と同じ
画面を、離れた場所から商工会の職員が確認できるので安心です。
●ちょっとした疑問点などは「付せん機能」を使ってメモを残し、後で
商工会の職員に確認してもらうことができます。
●インターネットが使える環境であればどこでも使用でき、ソフトのイ
ンストールやバージョンアップ、データのバックアップなどの面倒な
手間がありません。

https://sskap3.okasci.or.jp
興味のある方は、真庭商工会本部及び各支所へお問合せください

テスト仕様で実際に操作することができます。

平成25年度の当調査の業況判断DIは、建設業が牽引し緩やかに持ち直し
た。平成25年4～6月期に10.0ポイント改善し、▲26.0となった同DIは、7～9月
期に3.0ポイント、10～12月期に6.0ポイント、26年1～3月期に8.0ポイントそれ
ぞれ改善し、年度を通して緩やかに改善した。
東瀬戸圏の自社業況総合判断DIと比較すると、平成25年度は1年間を通じ

て当調査の業況判断DIが下回ったものの、25年1～3月期に5.7ポイント程度に
縮まった差は、31.3ポイントの差に拡大した。東瀬戸圏の業況感が円安、駆け
込み需要などを背景に年間通じて改善した一方、当地域では公共工事の増加
などで建設業が、駆け込み需要などで製造業が改善したものの、卸小売業、
サービス業は改善が遅れ、緩やかだったことなどから、両者の差は広がった。
人口の減少、高齢化など構造的な要因が影響していると思われる。

真庭商工会　景 況 調 査
平成25年度業況判断DIは緩やかに持ち直した
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平
成
26
年
４
月
５
日
に
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
26
年
度
新

入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
地
域
内
18
事
業
所
よ
り
62
名
が

参
加
し
、
講
師
に
岡
山
経
済
研
究
所

の
中
野
範
子
主
任
研
究
員
を
お
招

き
し
、
新
入
社
員
の
早
期
戦
力
化
の

た
め
に「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
」

「
職
場
の
マ
ナ
ー
」「
接
客
対
応
」「
効

率
的
な
仕
事
の
進
め
方
」に
つ
い
て
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
グ
ル
ー
プ
研

修
を
ま
じ
え
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

の
４
日
間
で
、「
ま
に
わ
創
業
カ
レ
ッ
ジ
」
創

業
塾
を
真
庭
商
工
会
本
部
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。（
真
庭
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

で
真
庭
商
工
会
が
委
託
を
受
け
実
施
。）
講
師

に
は
株
式
会
社
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ

ー
ン
代
表
取
締
役
井
野
口
房
雄
氏
を
お
招
き

し
、
真
庭
市
内
に
て
創
業
を
目
指
す
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
中
に
は
、
創
業
に
係
る
各
種
補
助
金
制

度
の
紹
介
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
創
業
融
資

制
度
の
説
明
も
加
え
、
創
業
の
た
め
の
総
合
支

援
策
を
学
習
。

受
講
生
は
、
最
終
日
に
自
分
の
作
成
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
発
表
し
、

創
業
へ
の
第
一

歩
を
確
実
に
踏

み
出
し
て
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
新

規
創
業
、
第
２

創
業
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方

へ
、
総
合
的
支

援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

創
業
塾

ま
に
わ
創
業

カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
４

ま
に
わ
創
業

カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
４

創
業
を
目
指
し
、

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
新
規
就
職
者
激
励
会
が
平
成
26

年
５
月
21
日
に
真
庭
市
役
所
本
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
庭
市
内
の
29
事
業

所
か
ら
１
２
２
名
の
新
入
社
員
が
出

席
。
㈱
デ
ン
ソ
ー
勝
山
の
鏡
翔
太
さ

ん
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

中
小
企
業
診
断
士
木
野
内
俊
典
氏

に
よ
る
「
求
め
ら
れ
る
社
会
人
の
意

識
と
行
動
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
就
職
者
激
励
会
開
催

ま
に
わ
経
営
革
新
塾
２
０
１
４

ま
に
わ
経
営
革
新
塾
２
０
１
４

平
成
26
年
６
月
６
日
、「
ま
に
わ
経
営
革
新

塾
」
を
真
庭
商
工
会
本
部
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。（
真
庭
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

で
、
商
工
会
が
委
託
を
受
け
実
施
。）
講
師
に

は
松
本
経
営
株
式
会
社
代
表
取
締
役
松
本
直

也
氏
を
お
招
き
し
、
経
営
計
画
書
作
成
に
必

要
な
知
識
習
得
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

11
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
経
営
革
新
の
内

容
や
経
営
計
画
書
作
成
に
必
要
な
知
識
を
学

び
、
自
社
分
析
も
行
い
ま
し
た
。

当
講
習
会
は
、
経
営
革
新
計
画
書
を
作
成

し
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
受
講
者
の
方
が
実
際
に
作
成
し

た
経
営
計
画
書
を
松
本
先
生
に
確
認
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

真
庭
商
工

会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、

新
た
な
取
り

組
み
を
計
画

さ
れ
て
い
る

方
へ
、
総
合

的
支
援
を
実

施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

経
営
計
画
書
作
成
に
必
要
な
知
識
習
得
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このページの詳しい情報をお知りになりたい方は、　真庭商工会もしくは各支所までお問い合わせください。

マル経融資（経営改善貸付）のご案内

ご利用いた
だける方

ご融資額

ご返済期間

利 率

　商工会、都道府県商工会連合会又は商工会議所の実施する
経営指導を受けている方で、商工会等の長の推薦を受けた方
　推薦を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要で
す。
１　常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業（宿泊業お
よび娯楽業を除く）の場合は５人以下）であること。
２　原則として６ヵ月以上、商工会等の経営指導を受けていること。
３　最近１年以上、同一商工会等の地区内で事業を営んでいるこ
と。
４　所得税、法人税、事業税又は都道府県民税や市町村民税（均
等割を含みます。）をすべて完納していること。

５　商工業者であり、かつ日本政策金融公庫、国民生活事業の非
対象業種等でないこと。

2,000万円以内

担保・保証人

ご利用の
手 続 き

無担保・無保証人
年1.45％（平成26年6月11日現在）

運転資金   ７年以内（うち据置期間１年以内）
設備資金　10年以内（うち据置期間２年以内）

事業所 商工会
商工会議所

日本政策金融公庫
国民生活事業

推薦申込
ご融資

※審査の結果、お客様のご希望に添えないことがあります。
※利率は金融情勢により変動いたしますので、借入金利
　（固定）は、記載されている利率と異なる場合があります。

○
平
成
25
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３
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31
日
ま
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経
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○
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庭
市
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新
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村
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住
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を
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し
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以
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る
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○
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約
に
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し
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る
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○
真
庭
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※
こ
れ
ら
の
条
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を
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す
場
合
で
も
、対
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と
な
ら
な
い
場
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が
あ
り
ま
す
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○
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利
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100
円
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満
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１
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成
27
年
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月
31
日
ま
で
に
支
払
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た
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子
の
合
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の
50
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○
年
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月
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年
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迄
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払
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子
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成
27
年
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月
31
日
ま
で
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期
限
内
に
提
出
が
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い
場
合
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、
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と
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い
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が
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す
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マル経融資利子補給金制度

商工会推奨の楽々経理ソフトがパワーアップ！

「商工会の小規模支援会計」
（愛称：小規模会計momo）

商工会では、税務及び経理に関する相談、指導を行っています。自社
の財務状況を把握するためにかかせない日々の記帳から、適正納税
及び節税のお役に立てるように皆様の経営をサポートしています。

・専任者がおらず、入力や処理が難しくて時間がかかる
・転記作業や紙での帳票類の保管がわずらわしい
・複雑な仕訳などの帳票処理が発生した際に誰にも相談できない

このようなことで悩んでいませんか？

小規模会計momoが解決！
家計簿をつける感覚で簡単に記帳できます。

『小規模会計momo』はインターネットを利用した
会計ソフトサービスで次のようなメリットがあります。

●経理処理がわからなくて困った場合でも、事業者の方が操作する画面と同じ
画面を、離れた場所から商工会の職員が確認できるので安心です。
●ちょっとした疑問点などは「付せん機能」を使ってメモを残し、後で
商工会の職員に確認してもらうことができます。
●インターネットが使える環境であればどこでも使用でき、ソフトのイ
ンストールやバージョンアップ、データのバックアップなどの面倒な
手間がありません。

https://sskap3.okasci.or.jp
興味のある方は、真庭商工会本部及び各支所へお問合せください

テスト仕様で実際に操作することができます。

平成25年度の当調査の業況判断DIは、建設業が牽引し緩やかに持ち直し
た。平成25年4～6月期に10.0ポイント改善し、▲26.0となった同DIは、7～9月
期に3.0ポイント、10～12月期に6.0ポイント、26年1～3月期に8.0ポイントそれ
ぞれ改善し、年度を通して緩やかに改善した。
東瀬戸圏の自社業況総合判断DIと比較すると、平成25年度は1年間を通じ

て当調査の業況判断DIが下回ったものの、25年1～3月期に5.7ポイント程度に
縮まった差は、31.3ポイントの差に拡大した。東瀬戸圏の業況感が円安、駆け
込み需要などを背景に年間通じて改善した一方、当地域では公共工事の増加
などで建設業が、駆け込み需要などで製造業が改善したものの、卸小売業、
サービス業は改善が遅れ、緩やかだったことなどから、両者の差は広がった。
人口の減少、高齢化など構造的な要因が影響していると思われる。

真庭商工会　景 況 調 査
平成25年度業況判断DIは緩やかに持ち直した
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平
成
26
年
４
月
５
日
に
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
26
年
度
新

入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
地
域
内
18
事
業
所
よ
り
62
名
が

参
加
し
、
講
師
に
岡
山
経
済
研
究
所

の
中
野
範
子
主
任
研
究
員
を
お
招

き
し
、
新
入
社
員
の
早
期
戦
力
化
の

た
め
に「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
」

「
職
場
の
マ
ナ
ー
」「
接
客
対
応
」「
効

率
的
な
仕
事
の
進
め
方
」に
つ
い
て
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、
グ
ル
ー
プ
研

修
を
ま
じ
え
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

の
４
日
間
で
、「
ま
に
わ
創
業
カ
レ
ッ
ジ
」
創

業
塾
を
真
庭
商
工
会
本
部
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。（
真
庭
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

で
真
庭
商
工
会
が
委
託
を
受
け
実
施
。）
講
師

に
は
株
式
会
社
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ

ー
ン
代
表
取
締
役
井
野
口
房
雄
氏
を
お
招
き

し
、
真
庭
市
内
に
て
創
業
を
目
指
す
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。

講
義
中
に
は
、
創
業
に
係
る
各
種
補
助
金
制

度
の
紹
介
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
創
業
融
資

制
度
の
説
明
も
加
え
、
創
業
の
た
め
の
総
合
支

援
策
を
学
習
。

受
講
生
は
、
最
終
日
に
自
分
の
作
成
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
を
発
表
し
、

創
業
へ
の
第
一

歩
を
確
実
に
踏

み
出
し
て
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
新

規
創
業
、
第
２

創
業
を
計
画
さ

れ
て
い
る
方

へ
、
総
合
的
支

援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

創
業
塾

ま
に
わ
創
業

カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
４

ま
に
わ
創
業

カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
４

創
業
を
目
指
し
、

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
新
規
就
職
者
激
励
会
が
平
成
26

年
５
月
21
日
に
真
庭
市
役
所
本
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
真
庭
市
内
の
29
事
業

所
か
ら
１
２
２
名
の
新
入
社
員
が
出

席
。
㈱
デ
ン
ソ
ー
勝
山
の
鏡
翔
太
さ

ん
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
典
後
、
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

中
小
企
業
診
断
士
木
野
内
俊
典
氏

に
よ
る
「
求
め
ら
れ
る
社
会
人
の
意

識
と
行
動
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
就
職
者
激
励
会
開
催

ま
に
わ
経
営
革
新
塾
２
０
１
４

ま
に
わ
経
営
革
新
塾
２
０
１
４

平
成
26
年
６
月
６
日
、「
ま
に
わ
経
営
革
新

塾
」
を
真
庭
商
工
会
本
部
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。（
真
庭
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
主
催

で
、
商
工
会
が
委
託
を
受
け
実
施
。）
講
師
に

は
松
本
経
営
株
式
会
社
代
表
取
締
役
松
本
直

也
氏
を
お
招
き
し
、
経
営
計
画
書
作
成
に
必

要
な
知
識
習
得
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

11
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
経
営
革
新
の
内

容
や
経
営
計
画
書
作
成
に
必
要
な
知
識
を
学

び
、
自
社
分
析
も
行
い
ま
し
た
。

当
講
習
会
は
、
経
営
革
新
計
画
書
を
作
成

し
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
受
講
者
の
方
が
実
際
に
作
成
し

た
経
営
計
画
書
を
松
本
先
生
に
確
認
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

真
庭
商
工

会
と
い
た
し

ま
し
て
も
、

新
た
な
取
り

組
み
を
計
画

さ
れ
て
い
る

方
へ
、
総
合

的
支
援
を
実

施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

経
営
計
画
書
作
成
に
必
要
な
知
識
習
得

真庭商工会 　平成26年７月１日（4）（5）真庭商工会 　平成26年７月１日



経済情勢や経営環境が大きく変化していく中で、その変
化に対応していくため、今の事業を見直して“新たな事
業展開”を行なう取り組みを経営革新といいます。その
取組みを実現させるために、目標数値を設定し計画を
具体化したものが経営革新計画です。

商工会を活用しよう！商工会を活用しよう！

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

買
い
物
弱
者
や
高
齢
者
が
点
在
す
る
商
圏
に

於
い
て
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
設
け
た

販
売
拠
点
へ
の
移
動
販
売
を
実
施
す
る
。

地
域
密
着
移
動
キ
ッ
チ
ン
の
実
施

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す
。

住
　
　
所 

真
庭
市
上
水
田
５
４
３
０‒

１

事
業
所
名 

み
よ
し

代
表
者
名 

三
好
　
宏
典

電
　
　
話 

０
８
６
６‒

５
２‒

５
１
３
５

多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
売
上
状
況
は

安
定
し
て
い
る
が
、
顧
客
の
高
齢
化
や
地
域
人

口
減
少
な
ど
の
経
営
環
境
の
変
化
に
危
機
感
を

感
じ
、
経
営
指
導
員
の
助
言
の
も
と
に
経
営
戦

略
の
立
案
に
着
手
し
ま
し
た
。

経
営
の
立
案
に
於
い
て
は
飲
食
業
が
成
長
産

業
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
環
境
が
激
化
す
る
中
で

食
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
確
保
で
き
る
か

を
中
心
に
し
て
、
自
社
の
強
み
と
事
業
機
会
を

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
あ

る
事
業
の
多
角
化
こ
そ
が
計
画
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
他
業
態
の
進
出
し
に
く
い
高
齢
者
が

点
在
す
る
販
売
拠
点
へ
の
移
動
販
売
を
計
画
し

ま
し
た
。

経
営
革
新
計
画
は
作
成
が
目
標
で
は
無
く
、

達
成
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

住
　
　
所 
真
庭
市
西
原
３
１‒

２

事
業
所
名 

坂
手
修
三
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

代
表
者
名 

坂
手
　
修
三
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒
５
２‒

０
０
０
２

「
坂
手
君
、
な
ん
か
い
ろ
い
ろ
構
想
が
あ
る
み
た
い

じ
ゃ
け
ど
、
経
営
革
新
計
画
で
も
作
っ
て
み
る
？
　
考

え
が
ま
と
ま
る
で
」
の
軽
い
指
導
員
の
一
言
か
ら
、
計

画
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
を
派
遣
頂
き
指
導
員
を

交
え
て
、
自
社
の
今
後
五
年
間
の
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
練
り
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
交
換
の
中
で
、

自
社
の
強
み
と
弱
み
、
何
を
今
す
べ
き
か
、
ぼ
ん
や
り

と
し
て
い
た
戦
略
が
明
確
に
な
り
、
客
観
的
に
自
社

を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ぜ
自
社
を
選

ん
で
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
さ
れ
た
の
か
、
地
域
に
お
け
る

自
社
の
役
割
、
社
会
的
貢
献
度
は
い
か
ば
か
り
か
、
顧

客
あ
っ
て
の
自
社
が
あ
る
。
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

短
時
間
で
集
中
し
て
ご
指
導
を
頂
き
、
承
認
に
導

い
て
く
れ
た
商
工
会
に
感
謝
！
感
謝
！

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

木
材
店
の
強
み
を
活
か
し
た

参
加
型
木
工
教
室
の
開
催

蒜
山
木
工
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

住
　
　
所 

真
庭
市
蒜
山
下
福
田
３
８
０

事
業
所
名 

㈲
植
木
材
木
店

代
表
者
名 

植
木
　
崇
雄
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

６
６‒

２
７
０
０

今
回
で
２
回
目
と
な
る
経
営
革
新
で
す
が
、
今

回
も
商
工
会
の
指
導
員
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。テ

ー
マ
と
し
て
木
の
魅
力
を
伝
え
る
為
、
木
工

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
を
計
画
し
ま
し
た
。

木
材
店
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
り
業
者
を
主
に

卸
・
小
売
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
木
材
を
使
用

し
た
新
た
な
取
組
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
、
如

何
す
れ
ば
お
客
様
に
木
の
魅
力
を
伝
え
る
事
が
出

来
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
蒜
山
に
は
多
く
の
別

荘
が
建
ち
、
お
客
様
か
ら
別
荘
修
繕
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
さ

な
台
・
ス
ノ
コ
と
い
っ
た
簡
単
な
物
か
ら
始
ま
り

車
庫
・
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
難
し
い
物
ま

で
作
る
事
が
出
来
る

教
室
を
開
け
ば
木
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
、

木
造
建
築
技
術
の
伝

承
に
も
繋
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今

後
、
経
営
革
新
計
画

書
の
実
行
に
向
け
て

邁
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

地
元
特
産
品
を
使
っ
た
新
し
い
商
品
開
発
と

販
売
方
法
の
導
入

新
庄
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
使
用
し
た

「
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」の
商
品
開
発
と
販
売

住
　
　
所 

真
庭
郡
新
庄
村
１
０
９
９‒

４

事
業
所
名 

磯
田
商
店

代
表
者
名 

磯
田
　
博
基
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

５
６‒

３
０
０
８

弊
社
で
は
、
新
庄
村
の
特
産
品
で
あ
る
ヒ
メ
ノ

モ
チ
を
使
用
し
た
新
し
い
特
産
品
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
様
々
な
商
品
を
試
作
し
て
お
り
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
「
ヒ
メ
ノ

モ
チ
の
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
年
に
数
回
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
の
み
で
し
た

が
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
の
指
導
員
さ
ん
も
こ
れ
に
注
目
し
て
く

だ
さ
り
、
こ
の
度
経
営
革
新
計
画
に
挑
戦
し
承
認

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
庄
産
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
１
０
０
％
使
用
し
た

お
に
ぎ
り
に
岡
山
県
産
の
豚
肉
を
巻
い
た
も
の

で
、
何
度
も
試
作
と
改
良
を
重
ね
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
自
社
経
営
の
飲
食
店
と
イ

ベ
ン
ト
で
の
販
売

が
主
で
す
が
、
年

内
に
は
流
通
商
品

と
し
て
、
広
く
お

客
様
に
販
売
す
る

と
と
も
に
ヒ
メ
ノ

モ
チ
の
美
味
し
さ

を
よ
り
多
く
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

地
域
の
生
活
環
境
に
適
し
た

配
達
業
務
を
活
か
す
商
品
提
供
！

地
域
に
密
着
し
た
御
用
聞
き
、配
達
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

住
　
　
所 

真
庭
市
久
世
２
５
２‒

１
２

事
業
所
名 

㈱
エ
イ
チ
ケ
イ
商
会

代
表
者
名 

内
藤
　
貴
嗣

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

４
２‒

１
１
４
９

当
社
は
昭
和
36
年
に
燃
料
小
売
と
し
て
久
世
地

区
に
創
業
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

経
営
革
新
計
画
に
取
組
む
要
因
と
な
っ
た
の
は
、

厳
し
さ
を
増
す
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
は
単
に

ガ
ソ
リ
ン
販
売
中
心
か
ら
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
へ
シ

フ
ト
し
多
角
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
当
社
と

い
た
し
ま
し
て
も
激
化
す
る
環
境
へ
、
次
の
一
手

を
打
つ
た
め
の
計
画
策
定
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

地
域
内
で
は
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
み
、
近

い
将
来
買
い
物
弱
者
の
割
合
が
増
加
す
る
状
況
下

で
、
当
社
の
配
達
業
務
を
活
か
し
た
「
御
用
聞
き
」

的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ガ
ス
、
灯
油
、
車
輌
は
も

と
よ
り
、
顧
客

の
生
活
ニ
ー
ズ

の
受
注
配
達
等

の
商
品
提
供
を

お
こ
な
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
密
着
し

た
身
近
な
お
店

と
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
で
お

客
様
と
接
す
る

経
営
を
目
指
し

ま
す
。

おかやま次世代自動車
技術研究開発プロジェクト

湯原温泉はんざきプロジェクト

美作国建国1300年
記念事業閉幕セレモニー

経営革新計画のメリットは？ 経営革新計画の承認を受けると活用できる補助金制度
①様々な支援措置を受けることができます。
（融資の優遇措置、保証の優遇措置、※補助金の支援措置等）
※承認を受けることで、有利になる補助金制度があります。

②公的機関とパイプができ、有益な中小企業施策
情報が得やすくなります。
③事業の現状や課題を見極め、業績を上げることが
できます。
経営革新計画では3～5年の中長期計画を立案する
ため、経営目標が明確になり、業績の改善を図りやすく
なります。また新分野への進出により、新規開拓が図れ、

売上の増加につながりやすくなります。

「真庭市　個店の魅力アップ推進事業費補助金」
真庭市内の事業者で、店舗の魅力づくりを図るための新築・移築・増築・改築の費用や、

空き店舗の活用に必要な経費に対し補助金を交付する補助金制度です。
【対象者】①市内に住所を有する個人又は市内に事業所を有する法人であること

②起業後、現在の事業を1年以上営んでおり、市税を完納している者
③中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画等に従って事業を行って
いること　※その他要件があり該当しない場合もございます。

【補助金】①魅力づくり事業　補助率1/3以内　補助上限額80万円
対象経費：店舗内外の増改築、新築、移築等の経費
（事業費50万以上の事業が対象）
②空き店舗活用事業　補助率 4/5以内　補助上限額60万円
対象経費：空き店舗の賃借料

上記①②の事業を実施する事業者は、別枠として宣伝促進事業費・販売促進事
業費にも補助金が活用できます。詳しくは真庭市産業サポートセンター（TEL：
0867-42-4375）までお問い合わせ下さい。

経営革新とは・・・経営革新とは・・・“思い”を
“かたち”に

真庭商工会では、経営計画作成に必要な知識習得を目的としたセミナーや個別相談会等において、経営革新に取り組まれる事業所を支援いたします。
ここでは、平成２５年度に岡山県より経営革新計画が承認された会員事業所を紹介させていただきます。

真庭商工会 　平成26年７月１日（6）（7）真庭商工会 　平成26年７月１日



経済情勢や経営環境が大きく変化していく中で、その変
化に対応していくため、今の事業を見直して“新たな事
業展開”を行なう取り組みを経営革新といいます。その
取組みを実現させるために、目標数値を設定し計画を
具体化したものが経営革新計画です。

商工会を活用しよう！商工会を活用しよう！

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

買
い
物
弱
者
や
高
齢
者
が
点
在
す
る
商
圏
に

於
い
て
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
設
け
た

販
売
拠
点
へ
の
移
動
販
売
を
実
施
す
る
。

地
域
密
着
移
動
キ
ッ
チ
ン
の
実
施

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す
。

住
　
　
所 

真
庭
市
上
水
田
５
４
３
０‒

１

事
業
所
名 

み
よ
し

代
表
者
名 

三
好
　
宏
典

電
　
　
話 

０
８
６
６‒

５
２‒

５
１
３
５

多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
売
上
状
況
は

安
定
し
て
い
る
が
、
顧
客
の
高
齢
化
や
地
域
人

口
減
少
な
ど
の
経
営
環
境
の
変
化
に
危
機
感
を

感
じ
、
経
営
指
導
員
の
助
言
の
も
と
に
経
営
戦

略
の
立
案
に
着
手
し
ま
し
た
。

経
営
の
立
案
に
於
い
て
は
飲
食
業
が
成
長
産

業
で
あ
れ
ば
良
い
が
、
環
境
が
激
化
す
る
中
で

食
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
確
保
で
き
る
か

を
中
心
に
し
て
、
自
社
の
強
み
と
事
業
機
会
を

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
あ

る
事
業
の
多
角
化
こ
そ
が
計
画
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
他
業
態
の
進
出
し
に
く
い
高
齢
者
が

点
在
す
る
販
売
拠
点
へ
の
移
動
販
売
を
計
画
し

ま
し
た
。

経
営
革
新
計
画
は
作
成
が
目
標
で
は
無
く
、

達
成
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

住
　
　
所 

真
庭
市
西
原
３
１‒

２

事
業
所
名 

坂
手
修
三
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

代
表
者
名 

坂
手
　
修
三
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

５
２‒

０
０
０
２

「
坂
手
君
、
な
ん
か
い
ろ
い
ろ
構
想
が
あ
る
み
た
い

じ
ゃ
け
ど
、
経
営
革
新
計
画
で
も
作
っ
て
み
る
？
　
考

え
が
ま
と
ま
る
で
」
の
軽
い
指
導
員
の
一
言
か
ら
、
計

画
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
を
派
遣
頂
き
指
導
員
を

交
え
て
、
自
社
の
今
後
五
年
間
の
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
練
り
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
交
換
の
中
で
、

自
社
の
強
み
と
弱
み
、
何
を
今
す
べ
き
か
、
ぼ
ん
や
り

と
し
て
い
た
戦
略
が
明
確
に
な
り
、
客
観
的
に
自
社

を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ぜ
自
社
を
選

ん
で
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
さ
れ
た
の
か
、
地
域
に
お
け
る

自
社
の
役
割
、
社
会
的
貢
献
度
は
い
か
ば
か
り
か
、
顧

客
あ
っ
て
の
自
社
が
あ
る
。
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

短
時
間
で
集
中
し
て
ご
指
導
を
頂
き
、
承
認
に
導

い
て
く
れ
た
商
工
会
に
感
謝
！
感
謝
！

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

木
材
店
の
強
み
を
活
か
し
た

参
加
型
木
工
教
室
の
開
催

蒜
山
木
工
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室

住
　
　
所 
真
庭
市
蒜
山
下
福
田
３
８
０

事
業
所
名 

㈲
植
木
材
木
店

代
表
者
名 

植
木
　
崇
雄
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒
６
６‒

２
７
０
０

今
回
で
２
回
目
と
な
る
経
営
革
新
で
す
が
、
今

回
も
商
工
会
の
指
導
員
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。テ

ー
マ
と
し
て
木
の
魅
力
を
伝
え
る
為
、
木
工

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
を
計
画
し
ま
し
た
。

木
材
店
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
り
業
者
を
主
に

卸
・
小
売
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
木
材
を
使
用

し
た
新
た
な
取
組
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
、
如

何
す
れ
ば
お
客
様
に
木
の
魅
力
を
伝
え
る
事
が
出

来
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
蒜
山
に
は
多
く
の
別

荘
が
建
ち
、
お
客
様
か
ら
別
荘
修
繕
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
小
さ

な
台
・
ス
ノ
コ
と
い
っ
た
簡
単
な
物
か
ら
始
ま
り

車
庫
・
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
難
し
い
物
ま

で
作
る
事
が
出
来
る

教
室
を
開
け
ば
木
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
、

木
造
建
築
技
術
の
伝

承
に
も
繋
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今

後
、
経
営
革
新
計
画

書
の
実
行
に
向
け
て

邁
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

地
元
特
産
品
を
使
っ
た
新
し
い
商
品
開
発
と

販
売
方
法
の
導
入

新
庄
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
使
用
し
た

「
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」の
商
品
開
発
と
販
売

住
　
　
所 

真
庭
郡
新
庄
村
１
０
９
９‒

４

事
業
所
名 

磯
田
商
店

代
表
者
名 

磯
田
　
博
基
　

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

５
６‒

３
０
０
８

弊
社
で
は
、
新
庄
村
の
特
産
品
で
あ
る
ヒ
メ
ノ

モ
チ
を
使
用
し
た
新
し
い
特
産
品
を
作
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
様
々
な
商
品
を
試
作
し
て
お
り
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
２
年
ほ
ど
前
か
ら
「
ヒ
メ
ノ

モ
チ
の
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」
を
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
年
に
数
回
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
の
み
で
し
た

が
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
の
指
導
員
さ
ん
も
こ
れ
に
注
目
し
て
く

だ
さ
り
、
こ
の
度
経
営
革
新
計
画
に
挑
戦
し
承
認

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
庄
産
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
１
０
０
％
使
用
し
た

お
に
ぎ
り
に
岡
山
県
産
の
豚
肉
を
巻
い
た
も
の

で
、
何
度
も
試
作
と
改
良
を
重
ね
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
自
社
経
営
の
飲
食
店
と
イ

ベ
ン
ト
で
の
販
売

が
主
で
す
が
、
年

内
に
は
流
通
商
品

と
し
て
、
広
く
お

客
様
に
販
売
す
る

と
と
も
に
ヒ
メ
ノ

モ
チ
の
美
味
し
さ

を
よ
り
多
く
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

経
営
革
新
テ
ー
マ

内

　
　容

地
域
の
生
活
環
境
に
適
し
た

配
達
業
務
を
活
か
す
商
品
提
供
！

地
域
に
密
着
し
た
御
用
聞
き
、配
達
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

住
　
　
所 

真
庭
市
久
世
２
５
２‒

１
２

事
業
所
名 

㈱
エ
イ
チ
ケ
イ
商
会

代
表
者
名 

内
藤
　
貴
嗣

電
　
　
話 

０
８
６
７‒

４
２‒

１
１
４
９

当
社
は
昭
和
36
年
に
燃
料
小
売
と
し
て
久
世
地

区
に
創
業
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

経
営
革
新
計
画
に
取
組
む
要
因
と
な
っ
た
の
は
、

厳
し
さ
を
増
す
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
は
単
に

ガ
ソ
リ
ン
販
売
中
心
か
ら
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
へ
シ

フ
ト
し
多
角
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
当
社
と

い
た
し
ま
し
て
も
激
化
す
る
環
境
へ
、
次
の
一
手

を
打
つ
た
め
の
計
画
策
定
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

地
域
内
で
は
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
み
、
近

い
将
来
買
い
物
弱
者
の
割
合
が
増
加
す
る
状
況
下

で
、
当
社
の
配
達
業
務
を
活
か
し
た
「
御
用
聞
き
」

的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ガ
ス
、
灯
油
、
車
輌
は
も

と
よ
り
、
顧
客

の
生
活
ニ
ー
ズ

の
受
注
配
達
等

の
商
品
提
供
を

お
こ
な
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

地
域
に
密
着
し

た
身
近
な
お
店

と
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
一
同
で
お

客
様
と
接
す
る

経
営
を
目
指
し

ま
す
。

おかやま次世代自動車
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美作国建国1300年
記念事業閉幕セレモニー

経営革新計画のメリットは？ 経営革新計画の承認を受けると活用できる補助金制度
①様々な支援措置を受けることができます。
（融資の優遇措置、保証の優遇措置、※補助金の支援措置等）
※承認を受けることで、有利になる補助金制度があります。

②公的機関とパイプができ、有益な中小企業施策
情報が得やすくなります。
③事業の現状や課題を見極め、業績を上げることが
できます。
経営革新計画では3～5年の中長期計画を立案する
ため、経営目標が明確になり、業績の改善を図りやすく
なります。また新分野への進出により、新規開拓が図れ、

売上の増加につながりやすくなります。

「真庭市　個店の魅力アップ推進事業費補助金」
真庭市内の事業者で、店舗の魅力づくりを図るための新築・移築・増築・改築の費用や、

空き店舗の活用に必要な経費に対し補助金を交付する補助金制度です。
【対象者】①市内に住所を有する個人又は市内に事業所を有する法人であること

②起業後、現在の事業を1年以上営んでおり、市税を完納している者
③中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画等に従って事業を行って
いること　※その他要件があり該当しない場合もございます。

【補助金】①魅力づくり事業　補助率1/3以内　補助上限額80万円
対象経費：店舗内外の増改築、新築、移築等の経費
（事業費50万以上の事業が対象）
②空き店舗活用事業　補助率 4/5以内　補助上限額60万円
対象経費：空き店舗の賃借料

上記①②の事業を実施する事業者は、別枠として宣伝促進事業費・販売促進事
業費にも補助金が活用できます。詳しくは真庭市産業サポートセンター（TEL：
0867-42-4375）までお問い合わせ下さい。

経営革新とは・・・経営革新とは・・・“思い”を
“かたち”に

真庭商工会では、経営計画作成に必要な知識習得を目的としたセミナーや個別相談会等において、経営革新に取り組まれる事業所を支援いたします。
ここでは、平成２５年度に岡山県より経営革新計画が承認された会員事業所を紹介させていただきます。

真庭商工会 　平成26年７月１日（6）（7）真庭商工会 　平成26年７月１日


